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Ｑ：アワビ以外の貝に取り付けられますか？
Ａ：サザエ、ホタテなど様々な貝に取り付けられます。

Ｑ：取り付けは大変ですか？
Ａ：アワビがはがしやすい状態であれば、初めての方でも 1時間

で 120 個前後を取り付け可能です。慣れてくると 1時間で 200 個

前後取り付けられます。専用の装着具も開発しています。

Ｑ：アバロン・タグはＩＣタグですか。
Ａ：違います。種苗放流におけるＩＣタグの適用は、長期にわた

り海中にあることと、回収率がそれほど高くないことなどから、

現実的ではありません。安価で耐久性に優れた標識、それがアバ

ロン・タグです。

タグを取り付けたアワビ稚貝

表

裏

1cm

0.3cm

タグの形状と大きさ

アワビの貝殻と一体化した状態のアバロン・タグ（表側）

貝殻に封入されたタグ（裏側）

アバロン・タグの用途

・アワビなどの産地証明とブランド化

・アワビなどの資源管理と種苗放流事業の効果検証

・アワビなどの生態調査

・トレーサビリティの支援

アバロン・タグは海事・水産振興会の登録商標です。



　アワビに取り付ける金属製の名札「アバロン・タグ」は、

平成 16 年から販売が開始され、放流されるアワビ稚貝へ

の取付が始まりました。

　放流されたアワビの稚貝は、漁獲できるサイズに成長す

るまでおよそ 3年間かかります。平成 19 年度はタグ付き

アワビが漁獲されるのではないかと期待していたところ、

ついに宮城県本吉郡南三陸町の歌津地区でタグ付きアワビ

が見つかりました。タグは旧歌津町の町章やシリアル番号

も視認できる良好な状態でした。

アバロン・タグの新技術のご紹介

アバロン・タグの販売と管理体制

タグ付きアワビが採捕されました。

　「アバロン・タグ」は、これまで研究開発を東京海洋大

学（旧東京水産大学）が、タグのシリアル番号管理と普及

活動を（特非）海事・水産振興会が、タグの販売を（株）フィ

スコ・（社）漁村文化協会が担当するという産学連携体制

を敷いてまいりました。

　平成 20 年度からは販売についても、（特非）海事・水産

振興会が担当し、販売・シリアル番号管理・普及活動を一

元化することとなりました。この新たな連携体制により、

技術開発と普及を加速させることができるよう努めて参り

ます。

　なお、タグの製造は（株）飯能精密工業（埼玉県飯能市）

により行われています。

  　私たち海事・水産振興会では刻印データを一元管理する

ことで、刻印の重複を防ぎ、刻印の照会に速やかに対応す

ることで、産地の皆さまの貝類のブランド化や第三者によ

る産地偽装を防止する活動をしています。

　アワビ種苗に対するアバロン・タグの取り付けは簡単な作

業です。しかし、取り付け個数が増加すると、もっと速く、

より簡単に取付けることができたらなぁと思わずにはいられ

ません。

　そこで、東京海洋大学ではアバロン・タグの装着具を開発

中です。まず、ペン型の装着具の開発により、初心者による

タグの装着性を大幅に向上しました。今後、この技術を発展

させて、タグの取り付けを半自動化した装着具を開発する予

定です。

　また、レーザー刻印による連番化・QRコード化、流通段

階での IC タグへの対応も研究中です。

アワビ資源管理マニュアルを目指して

　アバロン・タグはアワビへの取り付けが進んでおり、す

でに多くの地域で導入されています。その実績をより有効

なものとするために、現在、東京海洋大学ではアバロン・

タグを利用した、アワビ資源管理マニュアルの作成を目指

して研究を進めています。

　このたび、三井物産環境基金の研究助成金により、平成

20 年度から 3年間にわたりマニュアル作成の活動を行うこ

ととなりました。資源量推定のための実践的な数理統計モ

デルを構築し、資源構造の特性分析、種苗放流事業の適正

化、漁獲規制の具体的な提案、密漁による被害量の推定に

資する「アワビ資源管理マニュアル」の策定を目指します。

お問い合わせ先：　NPO法人　海事・水産振興会

                        http://www.kaiji-suisan.jp/awabi/

〒108-8477　東京都港区港南４－５－７東京海洋大学７号館１Ｆ

電話・ファクス：03-5463-4034  　電子メール：office@kaiji-suisan.jp

アバロン・タグは海事・水産振興会の登録商標です。

アバロン・タグの専用取付け具


